
          高橋です。 

        やはり地球温暖化の影響でしょうか？今年の夏も異常に暑かったですね。連日35℃まで達し、観測記録をま 

        た塗り替えたとか。そうかと思えば、お盆を境に気温が下がり始め、今度は8月の最も低い最高気温を更新 

したり。身体が気温差に順応するのがとても大変でしたが、皆様は体調崩されませんでしたか？ 

 体調といえば、今年のこれから冬にかけてノロウィルスの新型が大流行する気配があるそうです。免疫のない日本人は要注

意で、インフルエンザに加えこちらも対策が必要だそうです。高橋家は受験生がいることから、家族全員で対策を講じて無事

乗り切るべく、今から気を引き締めております。 

皆様にはノロやインフルなどには十分お気をつけ頂き、平穏にお過ごしいただければと願っております。 
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     冬の飲み物として馴染みのある甘酒は、実は夏が効果的ということをご存知ですか？それというのも甘酒   

     には、暑さて衰えた体力を復活させるためのブドウ糖・ビタミン類・アミノ酸類が多く含まれ、「日本独   

     自の栄養ドリンク」として、現代の点滴のような役割を担っていたからなのです。それらの吸収率はなん 

     と90％！江戸時代には通年で飲まれるようになり、特に夏になると、町中には多くの甘酒売りの声が響い

ていたそうです。当時、平均寿命が５０歳にも満たなかった人々にとって、逃れようのない厳しい暑さは大敵でした。

食中毒や蚊を媒介とする伝染病などによって夏の死亡率は高く、「夏を越える」ことは大変だったのです。幕府もそ

の効能を十分承知していて低所得者層の健康管理のため、甘酒一杯の販売価格に上限を設定していたそうです。 

 俳句の世界でも甘酒は夏の季語になっています。 

 甘酒には米麹で作られたものと、酒粕で作られたものの 

2種類があります。酒粕で作られた甘酒は、アルコール分が 

あり、大量の砂糖を加えています。 

一方米麹で作られる甘酒は、砂糖不使用・ノンアルコールで、赤ちゃんからお年寄りまで安心して飲むことができま

す。 夏の疲れが抜けない方はもってこいの飲み物ですね。 

～体験レポート～ 
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